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図 
1144-type iron-pnictide superconductors 

Superconducting properties 

超伝導物性評価 

1144型鉄系超伝導体 

超伝導物質の応用可能性は、超伝導転移温度だけでなく、上部臨界磁場、臨
界電流密度など種々の因子に左右される。それらの迅速な評価のため参画機
関の連携を強化し、新しい超伝導物質を基礎研究の場から応用へ繋ぐ「かけ
はし」を築く。 

・参画機関で協力し1144型鉄系超伝導体単結晶を合成し、基礎物性を評価す 
 る。 
・超伝導体の開発、評価をテーマにワークショップを開催する。 

・本連携により1144型鉄系超伝導体の単結晶合成に成功したが、その評価は 
 まだ端緒についたばかりであり、今後も5機関連携して研究を進める。 
• 産総研においては類縁超伝導体の発見、あるいは新たに単結晶化に成功す
るなどしており、それらについてもあわせて研究を進めていく。 

 

1144型鉄系超伝導体とは 
• 産総研伊豫らが2016年に報告 (JACS(2016)、特許
出願中) 

• 固溶体でなく定比化合物であり線材応用に向いている 
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Ca2+ ○ 
36.5 K 

◎ 
33.1 K  

◎ 
35.0 K  

◎ 
31.6 K  

(La3+,Na+) ○ 
27.0 K 

 
調査中 

◎ 
25.5 K  

◎ 
24.0 K  

Sr2+ ○ 
35.5 K 

○ 
36 K 

◎ 
34.9 K  

◎ 
36.4 K  

Eu2+ ○ 
34.7 K 

○ 
33 K 

◎ 
36.2 K  

◎ 
35.1 K  

Ba2+ ○ 
34 K 

○ 
38 K 

○ 
36.9 K 

○ 
26.1 K 

○ 122 type（固溶体）   ◎1144 type（定比化合物） 

（左）CaKFe4As4の臨界電流密度Jc。
高磁場下でのJcが高温で増大する特異
な振る舞い。S. Pyon et al ., PRB 
(2019), 東大、AIST、NIMS。 

 
（右）その起源と思われる欠陥構造
のSTEM像。CaFe2As2がインターグ
ロースしている。S. Ishida et al ., 
npJ QM (2019),AIST、NIMS。 


